
＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞ 

亀井通産は、地域の「食」の総合商社として、「食の 幸福（しあわせ） お届けします。」を経営

理念に、安心・安全な「食」の安定供給を通して、豊かで健康な生活を支え、持続的発展が可能

な社会を築きます。 

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞ 

三側面 
（分野に⦿） 

SDGs に関する重点的な取組み 指標 

環境 

社会 

経済 

◆資源の有効活用（省エネ、省資源）により、自

然環境の保全を図る 

①使用量の多いコピー用紙を「ＦＳＣ認証ペー

パー」へ変更する 

②温室効果ガス排出量削減へ取り組む。簡易計

算シートにより排出量を算出して検証。 

① 「FSC認証ペーパー」へ変更

する（2022年度中） 

② 202１年度の排出量を「見

える化」し、基準とし継続的

に削減に取り組む 

環境 

社会 

経済 

◆食を通じて豊かで健康な地域社会を創造す

る 

①子ども食堂・フードバンク等への「食」を通じ

た支援活動 

②食の安定供給を図るため、物流システムの強

靭化・先進化に取り組む 

① フードバンク、子ども食堂等

へ食材提供の機会を増や

す。現在「１拠点」⇒「３拠点」 

② 物流機能強化のためのハー

ド面・ソフト面への投資を積

極的に行っていく。 

環境 

社会 

経済 

◆誰もが成長を実感できる、働きがいのある

職場創り 

① 社員の人間的成長を後押しするために教育

の充実を図る 

② 「男性社員」の育児休暇取得を推進する。 

①「人材育成プログラム」を策定

し、教育機会を提供する 

（2022年より実行） 

②「１週間の育児休暇取得を推

奨」。2024 年度までに 10

0％取得を目指す。 

＜パートナーシップ＞ 

カメイの取引先の多くは地域の中小企業。得意先、メーカーとの連携を強化し地域の活性化を

図ると共に、働く社員が輝く職場創りを実現することで、持続発展可能な未来を創ります。 

・「SDGs に関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記

載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてく

ださい。 

・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時

までの数値目標を記載してください。 

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者名：亀井通産株式会社 



○ SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。） 

      ○登録状況：第 期登録（登録年月日：    年  月  日） 

      ○登録番号：       号                     

＜SDGsに関する重点的な取組み状況、前期の指標及び実績＞ 

三側面 
(分野に⦿） 

取組みの状況 前期の指標 実績 

環境 

社会 

経済 

   

環境 

社会 

経済 

   

環境 

社会 

経済 

   

・「登録状況」及び「登録番号」を記載してください。 

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載して

ください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。 


